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新
潟
県
（
上
、
中
、
下
越
）
の
仕
事
活

　
’
ω
　
地
域
の
概
要
と
胡
査
地
区
分

　
薪
潟
県
は
本
州
側
の
越
後
と
佐
渡
の
島
と
に
文
化
的
に
も
大
き
く
分
か
れ
る
。
0
8

者
は
」
広
い
越
後
平
野
を
も
つ
米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
農
村
地
帯
の

ほ
か
、
日
本
海
に
面
し
た
長
い
海
岸
線
に
は
漁
村
が
点
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
越
後

山
脈
を
は
じ
め
と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
村
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
農
村
・
山

村
・
半
農
半
漁
村
が
あ
り
、
耕
作
地
の
少
な
い
人
々
は
出
稼
ぎ
な
ど
で
生
叶
を
補
っ

て
い
た
。
、

　
↑
新
潟
県
は
山
形
・
福
島
・
群
馬
・
長
野
・
宮
山
の
五
県
に
隣
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

隣
接
地
域
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
仕
事
情
の
上
に
も
反
映
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
沿
岸
部
で
は
海
か
ら
の
交
流
も
深
か
っ
た
。

　
…
そ
の
地
域
区
分
は
、
一
般
に
上
越
、
中
越
、
下
越
と
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

’
で
ぱ
ヨ
県
北
囚
、
下
越
θ
、
ー
中
越
◎
、
，
、
魚
沼
⑪
、
上
越
㈲
と
分
け
、
さ
ら
に
表
1
の

よ
う
に
細
区
分
し

た
（
写
鋸
に
は
地

名
の
ほ
か
O
内
に

そ
の
地
城
区
分
を

示
し
た
）
。

　
鯛
寮
地
域
は
図

1
、
2
、
3
の
紹

釆
に
み
ら
れ
る
と

お
り
で
あ
る
。
特

に
上
越
な
ど
間
査

歪
の
幾
も
あ
齢

る
。
図
3
の
裏
雌

に
つ
い
て
は
、
こ
臓

れ
ま
で
の
県
の
緊

急
民
俗
文
化
財
3
3

査
の
紡
果
も
㊧
照

し
て
作
成
し
た
。

　
②
仕
耶
悟
の
鰯
本

　
型
の
掴
類
と
間
囲

仕
事
瀞
の
猟
類

は
、
収
入
を
得
る

た
め
、
富
た
自
銀

舎
ハ
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用
の
た
め
の
田
、
畑
、
山
、
漁
、
浜
仕
事
や
、
そ
の
収
穫
物
を
光
り
歩
く
時
の
仕
事

着
を
対
象
と
し
た
。
そ
の
他
の
冬
期
の
ワ
ラ
仕
事
な
ど
、
小
屋
仕
巾
や
家
の
中
で
の

仕
事
の
時
は
長
着
型
の
仕
事
着
が
多
く
、
常
着
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
な
る
の
で
こ
こ
で

は
は
ぶ
い
た
。
出
稼
ぎ
時
の
仕
事
着
も
特
殊
で
あ
る
た
め
と
り
あ
げ
な
い
。

　
衿
型
、
袖
型
の
形
状
の
種
類
は
図
1
、
2
の
中
に
表
示
し
た
。
呼
称
の
中
に
は
と

　
　
　
　
調
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．
璽
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ぷ
笛
ハ
U
㌣
震
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日

　
　

㎞
ロ
シs
☆
、
＼
」
己

゜
　
㌧

，
．
　
馬
．
，
ゴ

・
・
㌔
，
パ
　
「
　
“

り
あ
え
ず
仮
に
つ
け
た
も
の
も
あ
る
。

　
衿
型
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
和
服
形
式
の
衿
を
主
体
と
し
た
。
洋
服
形
式
の
ポ
タ

ソ
止
め
、
テ
ヅ
ポ
袖
の
男
性
用
シ
ャ
ツ
（
紺
地
細
縞
な
ど
）
は
県
下
全
城
に
み
ら
れ

る
た
め
分
布
地
図
か
ら
は
ぶ
い
た
。
ハ
ソ
テ
ソ
衿
も
印
．
ハ
ソ
テ
ソ
や
、
冬
期
の
ワ
タ

イ
レ
の
防
寒
瀞
に
多
い
た
め
は
3
1
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袖
8
1
に
つ
い
て
は
、
挟
の
な
い
袖
に
か
ぎ
っ
た
。
袖

　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
口
に
ゴ
ム
を
入
れ
た
上
着
（
ウ
ワ
ッ
パ
リ
）
も
近
年
一

［
「

崇

半
幅
の
広
袖

△

短
か
袖

▲

半
袖

Φ

テ
ッ
ポ
袖
　
（
和
服
型
）

☆
巻

闘

筒
袖

形
状
の
種
類

印

名
称
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0

2
0

0

図布分
の型
袖べ図

時
的
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
は
ぶ
い
た
。

　
下
衣
の
租
類
に
つ
い
て
は
図
3
の
中
で
衷
示
し
た
。

モ
ソ
ペ
は
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
全
県
的
に
流
布
し
た
た

め
は
ぶ
い
た
。

　
対
象
と
し
た
仕
事
着
の
着
用
年
代
は
、
昭
和
初
期
ま

で
と
し
た
が
、
実
際
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
を
は
さ
ん

で
物
資
の
不
足
し
た
戦
後
、
し
ば
ら
く
ま
で
貯
用
さ
れ

た
も
の
と
な
る
。
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
の
女
性
用
の

洋
服
型
の
仕
事
用
改
良
殖
は
煩
雑
に
な
る
た
め
含
め
な

か
っ
た
。

　
仕
事
着
の
男
女
差
は
、
下
衣
が
男
は
モ
モ
ヒ
キ
、
女

は
コ
シ
マ
キ
で
あ
る
こ
と
、
男
性
用
が
早
く
か
ら
（
大

正
年
間
）
洋
服
化
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
色

柄
は
、
上
衣
に
つ
い
て
は
性
差
が
明
確
で
あ
る
が
、
衿

型
や
袖
型
の
基
本
型
は
同
じ
で
あ
る
（
身
八
つ
口
や
袖

の
振
り
の
有
無
な
ど
細
部
は
異
な
る
が
）
た
め
分
布
地

一均一
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図
上
で
は
一
緒
に
あ
つ
か
っ
た
。
着
用
者
の
老
若
の
差
異
も
色
柄
に
あ
ら
、
わ
れ
る

が
、
形
の
上
で
の
違
い
は
若
い
人
の
洋
装
化
が
早
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

1
・
農
村
の
仕
事
着

新
潟
県
は
農
業
県
で
あ
り
、
．
農
村
の
ほ
か
漁
村
や
山
村
に
お
い
て
も
耕
作
面
積
の
、
「

★ 　
　
≡
長
着
衿
　
一

●

別
衿

゜
刀
、
園

ジ
貫
ン
衿

カ
ゲ
衿
ジ
ュ
パ
ン
衿
風

カ
ゲ
衿

形
状
の
種
類
印

名
称

大
小
は
あ
る
も
の
の
農
作
業
は
き
り
離
せ
な
い
口
こ
こ
で
は
中
ら
、
下
越
に
広
が
る
蒲

原
平
野
、
（
西
蒲
原
・
中
蒲
原
・
南
蒲
原
）
の
農
作
業
の
仕
事
着
を
ヰ
心
に
七
り
あ
げ

た
。
特
に
下
越
は
低
湿
田
で
深
田
が
多
く
泥
に
ま
み
れ
て
の
き
び
七
い
農
作
業
の
乏

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
、
　
，
　
’
　
　
・
：
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、
　
°
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．
；
°
ご

　
　
　
　
　
　
　
゜
a
㍉
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°
　
ω
　
男
の
濃
作
業
衣
’
．
◆
　
‘
δ
　
　
　
゜
°
ψ
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㌧
　
　
”
　
，
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
伽
　
　
　
男
性
の
農
作
業
衣
は
、
田
仕
事
．
畑
仕
事
に
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
．
こ
・
㍉
，
∵
ヒ
キ
パ
ー
ー
5
）
を
上
衣
の
内
側
に
は
き
帯
（
サ
ソ
ジ

、

図
㍉
ヤ
ク
）
、
を
し
め
る
（
ユ
ー
1
1
）
。
°
田
仕
事
の
ど
き
は
男

布
分
パ
女
と
も
脚
を
ワ
ラ
で
二
か
所
し
ば
る
（
ユ
ー
1
3
パ
ー
4
、

の
鯉
正
）
。
上
衣
穎
魏
（
　
1
1
⊥
ー
　
1
）
か
細
縞
（
－
ー
）

　
　
・
で
、
’
若
い
ほ
ど
縞
柄
が
大
き
く
な
る
。
　
．

サ
　図
　
　
男
性
の
仕
事
着
は
全
県
的
に
早
く
か
ら
洋
服
化
し

　
　
て
、
シ
ャ
ツ
衿
、
テ
ッ
ポ
袖
の
上
衣
（
1
－
2
）
が
普

　
　
及
し
た
。
や
ば
り
モ
モ
ヒ
キ
を
上
衣
の
下
に
（
1
ー

　
　
・
1
2
）
・
着
用
す
る
が
、
・
帯
は
し
め
な
い
ゆ
半
モ
モ
ヒ
キ
は

　
　
　
（
L
r
1
2
）
、
県
内
に
広
く
普
及
し
て
い
た
。

　
　
　
中
越
以
北
の
蒲
原
で
は
、
春
先
や
秋
深
く
寒
く
な
る

　
：
と
テ
［
ッ
ポ
袖
の
上
に
袷
仕
立
て
の
半
袖
（
マ
チ
つ
き
）

一一



の
（栄　

一

1

旬
（津新1

0
1

の
上
衣
（
1
－
3
）
を
垂
ね
着
し
、
さ
ら
に
袖
な
し
を
着
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
1
日

1
3
）
。
北
蒲
原
な
ど
に
は
半
袖
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
筒
袖
と
巻
袖
の
中
間
的
な
変

り
袖
の
サ
シ
コ
衣
が
み
ら
れ
た
（
1
－
4
）
。

　
衿
型
は
袖
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
県
北
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
カ
ゲ
衿
が
多
く
な

る
。

，
②
　
女
の
農
作
業
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
女
性
の
仕
事
着
は
上
衣
と
、
下
衣
は
コ
シ
マ
キ
と
モ
モ
ヒ
キ
と
モ
ソ
ペ
で
あ
る

が
、
仕
事
の
租
類
や
時
代
の
推
移
で
異
な
る
泊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
ー

　
上
衣
の
基
本
型
は
筒
袖
に
ジ
ュ
パ
ソ
衿
（
1
－
7
）
や
カ
ゲ
衿
（
1
－
6
）
で
あ

り
、
身
八
つ
口
が
あ
き
、
’
振
り
の
あ
る
も
の
が
多
い
。
袖
の
下
部
を
平
ら
に
し
て
袖

・
つ
け
を
短
く
折
り
こ
ん
だ
も
の
（
1
－
6
）
も
漁
村
も
含
め
て
西
蒲
原
郡
、
中
蒲
原

郡
に
時
折
り
み
ら
れ
る
。
季
節
に
あ
わ
せ
て
単
仕
立
て
（
1
－
6
）
や
袷
仕
立
て

（
1
－
7
）
が
あ
る
。
南
蒲
原
郡
、
中
蒲
原
郡
で
は
、
そ
の
ほ
か
夏
季
用
の
単
物
の

半
袖
や
、
短
袖
で
カ
ゲ
衿
の
上
衣
（
1
－
8
）
も
あ
る
。
こ
れ
に
長
ゴ
テ
を
組
み
合

わ
せ
て
用
い
る
。
色
柄
は
紺
地
の
縞
か
耕
で
若
い
人
は
大
柄
で
年
配
者
に
な
る
ほ
ど

小
柄
に
な
る
。
　
　
、

　
衿
型
は
ジ
ュ
パ
ソ
衿
の
ほ
か
、
南
蒲
原
郡
以
北
で
は
カ
ゲ
衿
も
多
く
、
こ
れ
に
は

身
幅
の
大
小
や
手
持
ち
の
用
布
の
量
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
下
衣
は
コ
シ
マ
キ
を
上
衣
の
下
に
巻
く
が
、
上
衣
の
裾
の
下
に
外
部
か
ら
見
え
る

よ
う
に
下
げ
る
た
め
、
縞
や
緋
や
絞
り
の
柄
を
配
慮
し
て
選
ん
で
い
る
（
1
－
1
0
）
。

　
田
仕
事
の
と
き
は
男
性
と
同
様
、
モ
モ
ヒ
キ
を
は
く
と
こ
ろ
が
多
い
。
、
そ
の
下
に

コ
シ
マ
キ
は
し
め
た
り
パ
し
め
な
か
っ
た
り
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
〈
田
仕
事
の
際

一埠一

、



は
水
田
の
た
め
前
裾
が
垂
れ
て
ぬ
れ
る
の
で
、
上
に
あ
げ
て
帯
な
ど
に
は
さ
む
と
こ

ろ
も
あ
る
（
1
－
1
4
）
。
春
秋
の
寒
い
季
節
は
、
単
の
上
衣
の
上
に
袷
を
重
ね
て
着

る
（
1
－
1
5
）
○
田
仕
事
が
終
わ
る
と
モ
モ
ヒ
キ
を
脱
ぎ
、
コ
シ
マ
キ
を
下
げ
て
帰

路
に
つ
く
。

　
畑
仕
事
の
と
き
は
コ
シ
マ
キ
を
上
衣
の
下
に
つ
け
、
脚
に
ハ
パ
キ
を
つ
け
る
（
1

ー
1
6
）
。
昭
和
十
年
前
後
か
ら
モ
ソ
ペ
が
一
斉
に
流
行
し
は
じ
め
、
コ
シ
マ
キ
に
代

っ
た
（
1
1
1
7
）
。
山
袴
も
山
間
部
か
ら
導
入
さ
れ
た
が
流
行
す
る
間
も
な
く
モ
ソ

ペ
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
上
衣
の
上
側
に
は
く
。
下
衣
の
普
及
も
あ
っ
て
か
、
上
衣

の
身
丈
は
次
第
に
短
く
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
一
時
期
、
所
に
よ
っ
て
は
、
袖
口
裏
に
色
布
を
つ
け
た
り
（
1
－
1
4
）
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
に
レ
ー
ス
の
袖
口
の
つ
い
た
肌
ジ
ュ
パ
ソ
を
重
ね
て

モ
モ
ヒ
キ

名

濠
㌔
「

“
富
「
㌔

己
⑩
汽
♪
・
、

図
布
分
の衣
下　図

（
1
1
9
）
、
袖
口
を
折
っ
て
外
に
見
せ
る
ダ
テ
な
着
方

（
1
－
1
7
）
も
流
行
し
た
。

　
仕
立
て
方
は
、
冬
の
農
閑
期
を
利
用
し
て
嫁
入
り
前

に
習
得
し
た
見
事
な
針
仕
事
に
よ
る
単
仕
立
て
や
袷
や

ワ
タ
イ
レ
が
多
く
、
サ
シ
コ
は
農
村
地
帯
で
は
、
北
蒲

原
郡
以
南
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
綿
か
ら
糸
を
と

っ
て
機
で
織
り
、
自
家
製
の
仕
事
着
を
つ
く
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
多
く
（
1
t
1
）
、
木
綿
産
地
も
中
・
下
越

に
い
く
つ
か
形
成
さ
れ
、
衣
料
が
豊
富
だ
っ
た
た
め
か

と
思
わ
れ
る
。
木
綿
以
前
は
、
麻
を
植
え
て
麻
布
を
織

っ
て
い
た
こ
と
を
語
る
資
料
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
こ

ろ
は
針
仕
事
で
は
な
く
、
機
織
り
上
手
が
嫁
入
り
条
件

と
な
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
今
の
古
老
た
ち
の
孫
ば

あ
さ
ん
の
時
代
ま
で
で
あ
る
。

一陶一
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1
－
1
5
　
新
津
（
既
）

一

1
－
1
6
　
寺
泊
（
2
C
）

2
　
漁
村
の
仕
事
措

、

’

，

　
漁
村
は
新
潟
県
の
内
陸
部
（
魚
沼
、
東
蒲
原
、
中
蒲
原
、
南
蒲
原
、
東
頸
城
）
を

の
ぞ
く
沿
岸
部
の
長
い
全
域
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
県
北
部
と
県
西
南
部
で
は
、

明
ら
か
に
異
な
る
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
。
特
に
西
蒲
原
の
沿
岸
部
は
越
前
や
能
登

と
の
直
接
の
か
か
わ
り
が
あ
り
、
ま
た
、
全
県
的
に
北
海
道
を
は
じ
め
と
す
る
航
路

に
よ
る
広
域
的
な
交
流
が
あ
り
、
仕
事
着
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

」

　
ω
男
の
仕
事
着

　
背
後
に
山
の
せ
ま
っ
て
い
る
地
形
が
多
い
た
め
、
漁
村
は
漁
の
ほ
か
、
山
仕
事
も

若
干
は
あ
る
。
そ
の
ほ
か
出
稼
ぎ
（
杜
氏
や
大
工
）
い
な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
。
－

一境一
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助
（
浜
見島　

一
2D

但浜塚藤
る

一

2

　
漁
師
の
仕
事
着
は
、
古
く
は
丈
長
の
ド
ソ
ザ
形
式
の
も

の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ド
ソ
ザ
の
袖
型
は
基
本
的
に
は

巻
袖
、
長
着
衿
型
で
あ
る
（
2
1
1
）
が
、
別
衿
も
多
く

カ
ゲ
衿
も
あ
る
（
4
1
1
）
。
仕
立
て
方
は
、
古
布
を
何

枚
か
重
ね
合
わ
せ
て
か
ら
単
仕
立
て
に
し
た
サ
シ
コ
で
あ

る
。
柏
崎
に
は
、
装
飾
性
に
富
ん
だ
バ
4
－
1
）
北
海
道

で
の
注
文
仕
立
て
の
サ
シ
コ
の
ド
ソ
ザ
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
は
衿
型
も
袖
型
も
多
様
で
あ
る
。

　
サ
キ
オ
リ
仕
立
て
の
仕
事
着
は
、
西
蒲
原
郡
で
は
広
袖

（
4
－
2
）
、
県
北
で
は
藤
糸
に
裂
き
布
や
和
紙
を
織
り
こ

ん
だ
も
の
（
4
1
3
、
4
）
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
カ

助
（
浜
海角　

一

2

一
6
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エ
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、

ゲ
衿
で
あ
る
。

　
ド
ソ
ザ
の
着
装
の
仕
方
は
、
も
ち
ろ
ん
長
着
の
た
め
上

に
着
る
が
、
下
衣
は
モ
モ
ヒ
キ
を
は
く
地
域
と
は
か
な
い

カ
ラ
ッ
ス
ネ
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
常
時
は
ド
ソ

ザ
の
後
裾
を
帯
に
か
ら
げ
て
尻
ッ
パ
シ
ョ
リ
し
て
い
る

（
2
－
6
）
。

　
漁
村
の
山
仕
事
に
は
、
西
蒲
原
郡
の
よ
う
に
サ
キ
オ
リ

の
袖
な
し
（
4
1
6
）
を
男
女
と
も
着
る
（
4
1
7
、
8
）

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
サ
シ
コ
で
あ
る
。
西
蒲

原
郡
や
西
頸
城
郡
に
は
、
ド
ソ
ザ
丈
を
短
く
し
た
巻
袖
で

ポ
ロ
を
厚
め
に
刺
し
た
サ
シ
コ
衣
が
男
女
と
も
あ
る
（
2

D
但浜塚藤
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4一
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D
但
川関

叫
3

D
但
日朝　

一

3

D
㊤面三

　

一

3

3
－
4
　
三
面
（
　
A
）

1
1
3
）
。
男
性
は
ジ
ュ
パ
ソ
衿
が
多
い
。

　
ド
ソ
ザ
は
早
い
時
期
に
す
た
れ
、
洋
服
化
し
た
地
域
が

多
い
が
、
そ
の
仕
立
て
屋
へ
の
注
文
服
や
既
製
品
へ
の
推

移
の
過
程
を
、
北
蒲
原
郡
や
そ
れ
に
近
い
新
潟
地
域
の
仕

事
着
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ゲ
衿
の
テ

ッ
ポ
袖
（
2
－
2
）
に
ジ
ュ
パ
ソ
衿
の
半
袖
（
2
－
3
）

を
重
ね
着
し
て
下
に
紺
木
綿
の
モ
モ
ヒ
キ
を
つ
け
る
（
2

－
7
）
。
さ
ら
に
、
過
渡
期
的
な
も
の
と
し
て
、
シ
ャ
ツ

衿
、
曲
線
裁
ち
の
半
袖
（
2
－
4
）
と
モ
モ
ヒ
キ
が
、
い

ず
れ
も
コ
ー
ル
テ
ソ
地
で
、
裏
に
縞
木
綿
を
つ
け
た
袷
仕

立
て
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
モ
モ
ヒ
キ
は
や
は
り
上
衣
の

内
側
に
つ
け
る
（
2
－
8
）
。
こ
の
シ
ャ
ツ
の
前
身
頃
は

右
左
の
身
幅
が
異
な
る
（
2
－
4
）
。
こ
れ
は
村
上
の
海
女

の
格
子
木
綿
で
つ
く
る
シ
ャ
ツ
（
4
－
1
0
）
に
も
よ
く
み

ら
れ
る
が
、
並
幅
布
の
布
幅
を
有
効
に
そ
の
ま
ま
利
用
し

て
洋
風
の
仕
事
着
を
つ
く
っ
た
時
代
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

　
新
潟
や
西
蒲
原
郡
で
は
ジ
ュ
パ
ソ
衿
の
短
袖
の
ワ
タ
イ

レ
が
あ
る
（
2
－
5
）
。
丈
は
腰
丈
ま
で
で
、
最
近
で
も

洋
服
の
上
に
着
ら
れ
て
い
た
（
2
－
9
）
。

　
②
女
の
仕
事
着

　
漁
村
の
女
性
は
浜
仕
事
（
魚
を
揚
げ
る
）
や
魚
を
売
り

あ
る
く
仕
事
の
ほ
か
、
わ
ず
か
な
畑
の
仕
事
や
山
の
仕
事

一一
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溺
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蓼
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頴
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羊
。
＜
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響
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宅
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灸
ゴ
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ミ
ー
げ
培
§
‘
く
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嫁
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D
の町

日

十
1
1
一

3

Dα
山
之
松1

0一

3

助
（瀬

鹿
1
2一

3

が
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
海
女
や
出
稼
ぎ
（
毒
消
し
売

り
な
ど
）
が
加
わ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
女
性
は
漁
村
に
お
い
て
も
沖
に
出
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
基
本
的
に
は
農
村
の
女
性
と
同
様
の
筒
袖
が
多
い

が
、
サ
シ
コ
が
多
い
た
め
か
衿
型
は
カ
ゲ
衿
を
よ
く
み
か

け
る
（
2
1
1
0
）
。

　
下
衣
は
コ
シ
マ
キ
を
上
衣
の
内
側
に
つ
け
、
畑
仕
事
や

魚
売
り
の
と
き
は
ハ
パ
キ
を
つ
け
る
（
2
－
1
5
）
。
山
仕

事
の
時
は
モ
モ
ヒ
キ
の
上
に
ハ
パ
キ
を
つ
け
た
り
も
す
る

（
4
－
8
、
9
）
。

　
西
蒲
原
郡
を
中
心
に
テ
ッ
ポ
袖
の
上
衣
（
2
－
1
1
）
が

3
1
1
3
鹿
瀬
（
1
B
）

一一
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一

4

用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
や
サ
シ
コ
仕
立
て
で
、
袖

口
は
魚
の
網
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
コ
ハ
ゼ
止
め
に

し
た
も
の
も
あ
り
、
袖
（
あ
る
い
は
袖
口
）
は
す
り
切
れ

た
時
に
取
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
紺
の
別
布
の
こ
と
が
多

い
。
寒
く
な
る
と
巻
袖
に
振
り
を
つ
け
た
女
性
用
ド
ソ
ザ

（
2
－
1
3
）
を
重
ね
着
す
る
。
装
飾
的
に
布
を
は
ぎ
、
サ

シ
コ
模
様
を
刺
す
と
こ
ろ
も
あ
る
（
2
1
1
2
）
。
下
衣
は

農
村
と
同
様
、
コ
シ
マ
キ
か
ら
モ
ソ
ペ
に
代
る
（
2
－

1
6
）
。
衿
型
は
テ
ッ
ポ
袖
の
場
合
は
カ
ゲ
衿
が
多
い
が
、

巻
袖
の
時
は
別
衿
、
ジ
ュ
パ
ソ
衿
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
‘

　
ま
た
、
北
蒲
原
郡
、
岩
船
郡
、
西
蒲
原
郡
で
は
寒
く
なD
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、
）

る
と
上
衣
と
腰
巻
を
一
枚
に
縫
い
合
わ
せ
た
よ
う
な
長
着
を
着
る
。
筒
袖
、
別
衿

（
県
北
は
カ
ゲ
衿
）
で
、
下
部
は
ほ
と
ん
ど
緋
柄
で
あ
り
（
2
1
1
4
）
、
さ
ら
に
上
着

を
重
ね
着
し
た
と
き
、
裾
下
に
腰
巻
状
の
耕
の
み
え
る
こ
と
を
配
慮
し
て
い
る
（
2

F
1
7
）
。

　
岩
船
で
は
、
さ
き
の
海
女
の
特
有
な
仕
事
着
も
み
ら
れ
る
（
4
－
1
0
）
。

　
浜
仕
事
は
、
上
衣
と
コ
シ
マ
キ
だ
け
で
あ
る
が
、
西
蒲
原
郡
で
は
紺
の
麻
の
上
衣

を
着
る
（
2
－
1
8
）
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
紺
地
の
麻
衣
は
、
地
域
を
問
わ
ず
男
性

の
夏
の
く
つ
ろ
ぎ
着
と
し
て
も
着
ら
れ
て
い
る
（
4
1
1
1
）
。
木
綿
以
前
の
織
物
と

し
て
各
地
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
袖
型
は
筒
袖
で
あ
る
が
、
山
間
部
の
、
福
島

県
に
隣
接
す
る
東
蒲
原
郡
（
4
－
1
3
）
と
長
野
県
に
近
い
中
魚
沼
郡
（
4
－
1
4
）
に

は
佐
渡
の
サ
キ
オ
リ
や
サ
シ
コ
の
袖
に
類
似
し
た
、
半
幅
で
丈
長
な
広
袖
が
あ
っ
た

4
－
1
0
　
上
海
府
（
　
A
）

難

（
た
だ
し
東
蒲
原
郡
の
も
の
は
仕
立
て
て
か
ら
下
部
を
折
り
上
げ
て
筒
袖
状
に
し
て

あ
る
）
。
こ
れ
は
室
町
・
桃
山
期
の
初
期
の
小
袖
を
し
の
ば
せ
る
狭
い
袖
幅
で
あ
る
。

　
女
性
の
山
仕
事
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
が
、
サ
キ
オ
リ
地
帯
の
岩
船
で
は
、
巻
袖

の
藤
布
衣
（
4
－
9
）
や
、
半
袖
の
糸
織
衣
（
4
－
5
）
な
ど
、
山
で
い
ば
ら
に
さ

さ
っ
て
も
破
れ
な
い
強
い
衣
類
を
上
着
の
外
衣
と
し
て
着
て
い
る
。

3
　
山
村
の
仕
事
着

　
漁
村
に
お
け
る
山
仕
事
の
多
様
な
衣
服
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
こ
こ
で

は
内
陸
部
の
岩
船
、
東
蒲
原
、
刈
羽
、
魚
沼
、
東
頸
城
の
山
間
部
の
田
畑
や
山
に
お

け
る
仕
事
着
を
と
り
あ
げ
る
。
耕
作
地
は
少
な
く
、
冬
期
の
出
稼
ぎ
の
多
い
地
帯
で

も
あ
る
。

4
－
1
1
　
寺
泊
（
G
）

灘獺
、

一
7
6

ユ

一



　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

・
口
　
男
の
仕
事
着

．
山
村
の
男
性
の
仕
事
着
も
基
本
型
は
農
村
と
同
類
で
あ
り
、
宕
同
袖
、
ジ
ユ
バ
シ
衿

（
県
北
は
カ
ゲ
衿
）
，
で
あ
る
が
パ
，
特
に
県
北
で
は
サ
シ
’
コ
衣
が
多
い
（
3
－
1
）
。
洋

服
衿
の
テ
ぷ
ポ
袖
も
あ
る
が
、
農
漁
村
よ
り
も
和
服
形
式
の
テ
ッ
ポ
袖
〆
（
3
小
2
）
’

が
多
ぐ
着
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
（
3
］
6
）
。
戸
寒
ぐ
な
る
と
上
に
筒
袖
を
重

ね
着
す
る
〔
3
ド
7
）
。
紺
無
地
の
巻
袖
の
細
か
い
縫
い
目
の
サ
シ
コ
衣
（
3
－
3
）

…
も
男
女
と
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
京
で
に
久
じ
く
着
用
し
た
こ
と
め
な
い
古
い
衣

類
と
な
っ
て
い
る
。

言
た
県
斐
は
・
身
頃
か
ら
つ
ま
み
縫
い
し
て
ジ
ュ
パ
ソ
衿
風
に
み
せ
た
多
衿

に
時
折
り
出
合
う
（
3
－
3
）
。

　
下
衣
に
は
山
袴
が
男
女
と
も
各
地
で
着
用
さ
れ
て
お
り
（
3
－
5
、
1
4
）
、
最
近

D
但
府
海上

1
2一
4

■

で
も
シ
卍
ツ
と
組
み
合
わ
せ
て
は
い
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
．
た
゜
（
3
T
8
）
さ
こ
れ

は
上
衣
を
着
込
め
て
外
側
に
は
く
。
こ
こ
で
の
山
袴
之
は
股
下
に
方
形
の
マ
チ
を
主

ち
パ
後
布
や
別
㊥
チ
が
細
長
く
裾
部
に
至
る
脚
部
の
細
く
尻
部
の
だ
ぶ
つ
い
た
下
衣

で
あ
る
（
3
」
臼
）
。
，

：
ま
た
、
’
方
形
な
ど
の
マ
チ
を
も
ち
パ
裾
部
ま
で
前
布
と
後
布
か
ち
な
る
丈
の
短
い

だ
遠
だ
ぶ
の
三
キ
パ
カ
マ
も
碧
船
や
魚
沼
に
み
ち
れ
売
（
（
3
口
4
）
。
°
、

　
参
－
｝
’
　
　
　
ナ
　
　
：
　
　
　
・
竃
、
二
〆
、
；
　
・
　
，
　
　
二
：
〉
　
　
°
」
　
－
°
．
’
〆
　
’
　
　
　
－

　
②
女
の
仕
事
着

　
女
性
の
仕
事
も
田
畑
と
山
仕
事
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
農
漁
村
と
あ
ま
り
変
ら

ず
、
筒
袖
、
ジ
ュ
パ
ソ
衿
（
県
北
は
カ
ゲ
衿
）
の
上
衣
で
あ
り
、
県
北
部
は
男
性
と

同
じ
よ
う
な
サ
シ
コ
が
多
い
が
（
3
1
9
）
、
特
に
魚
沼
、
東
頸
城
で
は
農
村
部
と

旬
（瀬

鹿
1
3一

4
’

繰
ご

羅
ぽ

　
　
晒

一一

ド



助
（山

松
1
5一
4

同
様
、
仕
立
て
の
た
し
か
な
単
や
袷
（
3
1
1
0
）
も
着
ら
れ
て
お
り
、
寒
く
な
る
と

重
ね
着
す
る
（
3
－
1
5
）
。

へ
魚
沼
・
東
頸
城
に
は
男
女
と
も
、
小
さ
い
ポ
ロ
切
れ
を
綴
っ
て
つ
く
っ
た
ブ
イ
ト

ウ
（
4
－
1
5
）
の
時
代
が
ぺ
今
日
み
ら
れ
る
仕
事
着
以
前
に
長
く
つ
づ
い
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
織
物
以
前
の
衣
料
と
し
て
脚
光
を
あ
び
た
ア
ソ
ギ
ソ
（
編
衣
）
も
あ

り
．
（
4
－
1
6
）
、
他
地
域
と
は
異
な
る
特
有
な
衣
文
化
が
奥
深
い
山
村
に
残
存
し
て

い
た
。
　
“

D
Φ
南津1

6一
4

D
Φ
和
大

1
7一
4

　
下
衣
は
縞
の
山
袴
が
ほ
と
ん
ど
の
山
村
の
地
域
に
広
く
着
用
さ
れ
て
い
た
（
3
－

1
3
）
。
モ
ソ
ペ
も
次
第
に
は
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
（
3
1
1
6
）
、
モ
ソ
ペ
と
並
ん

で
最
近
ま
で
山
袴
を
着
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
（
3
－
1
7
）
。
い
ず
れ
も
上
衣

を
着
こ
め
て
外
側
に
は
く
。

　
か
つ
て
は
行
政
的
に
も
会
津
藩
に
属
し
て
い
た
東
蒲
原
で
は
、
新
潟
県
に
は
あ
ま

り
み
ら
れ
な
い
見
事
な
山
仕
事
用
の
サ
シ
コ
（
3
－
1
2
）
が
あ
る
。
男
女
と
も
着
用

し
て
い
た
が
、
刺
し
模
様
が
若
干
異
な
る
。
袖
や
衿
に
は
サ
シ
コ
は
な
く
、
ジ
ュ
バ

一田一



ソ
衿
と
別
衿
が
あ
り
、
ま
た
、
、
袖
に
ば
巻
袖
や
筒
袖
が
あ
り
、
、
，
女
性
用
は
巻
袖
で
も

身
八
つ
口
と
振
り
が
あ
る
。
山
仕
事
に
用
い
、
山
袴
の
上
に
着
る
。

　
こ
の
ほ
か
特
殊
な
衣
類
と
し
て
ゼ
ソ
マ
イ
採
り
用
の
仕
事
着
が
あ
る
。
’
地
域
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
採
っ
た
ぜ
ん
ま
い
を
テ
ゴ
な
ど
に
入
れ
ず
片
袖
だ
け
大
き
く
つ
く

っ
た
巻
袖
（
4
1
1
7
）
に
入
れ
た
。
懐
を
ゆ
っ
た
り
と
と
る
よ
う
に
着
て
、
胴
囲
り

に
袋
を
つ
く
っ
て
入
れ
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

一　
　
　
ま
　
と
　
φ
　

…
新
潟
県
の
農
山
漁
村
の
男
女
の
仕
事
着
の
上
・
下
衣
に
つ
い
て
通
観
し
た
が
、
、
仕

事
着
の
基
本
型
の
県
内
で
の
地
域
分
布
を
知
る
た
み
に
、
衿
型
、
袖
型
、
下
衣
の
各

ナ
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リ
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ヂ

す
に
つ
い
て
魏
別
に
分
布
図
を
作
成
し
た
。
図
－
、
2
、
3
の
通
り
で
襯
。

r
袖
型
に
ρ
い
て
は
に
筒
袖
が
農
山
漁
村
を
問
わ
ず
県
下
全
域
に
分
布
し
《
て
い
る

が
、
そ
の
衿
型
は
ジ
ユ
バ
シ
衿
が
多
く
、
両
者
の
分
布
は
か
な
り
重
な
る
。
し
か

し
パ
県
北
の
漁
山
村
の
岩
船
郡
に
は
カ
ゲ
衿
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
他
の
地
域
に
」

は
別
衿
も
併
存
し
て
い
る
。

・
テ
ッ
ポ
袖
や
半
袖
は
、
・
・
県
北
か
ら
各
蒲
原
郡
を
経
て
中
越
地
方
に
ま
で
及
ぶ
が
、
－

こ
れ
は
カ
ゲ
衿
の
浸
透
し
て
い
る
地
帯
と
重
な
る
。
：
下
越
地
方
以
北
は
サ
ツ
コ
仕
立

て
の
も
の
が
多
い
。

　
巻
袖
は
沿
岸
部
の
漁
村
の
ド
ソ
ザ
の
袖
と
し
て
圧
倒
的
に
多
い
が
、
山
間
部
の
女

性
の
山
仕
事
に
も
、
振
り
を
つ
け
、
タ
ス
キ
を
か
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
丈
長
の

下
ソ
ザ
の
衿
は
長
着
衿
の
ほ
か
別
衿
も
多
い
が
、
‥
、
丈
の
短
い
も
の
は
ジ
ュ
バ
ソ
衿
や

カ
ゲ
衿
で
あ
る
○
い
ず
れ
も
大
半
が
サ
シ
コ
仕
立
て
で
あ
る
コ
∵
ー
　
　
‥
‥
、
一
、
∵

　
艮
瀞
衿
は
べ
こ
こ
で
は
冬
期
や
屋
内
の
仕
事
着
を
は
ぶ
い
た
た
め
農
村
部
に
は
み

、

ら
れ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
袖
型
は
比
較
的
、
仕
事
着
の
種
類
に
よ
⇔
て
選
択
さ
れ
着
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
：

　
し
か
し
、
衿
型
は
衣
料
の
種
類
や
衣
料
の
潤
沢
さ
の
有
無
が
、
仕
立
て
方
、
さ
ら

に
は
衿
型
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
藤
布
、
サ
キ
オ
リ
、

サ
シ
コ
地
帯
は
、
素
材
か
ら
み
て
カ
ゲ
衿
仕
立
て
が
適
し
て
お
り
、
木
綿
の
豊
富
に

あ
る
農
村
地
帯
で
は
、
季
節
に
合
わ
せ
て
単
一
袷
、
呼
ワ
タ
イ
レ
仕
立
て
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
、
衿
型
も
、
体
型
の
大
小
や
、
手
持
ち
の
布
の
量
や
、
他
の
付
帯
品
（
前

掛
な
ど
）
と
の
裁
ち
合
わ
せ
の
都
合
な
ど
で
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
　
　
▽
、

　
下
衣
は
男
性
は
モ
モ
ヒ
キ
、
女
性
は
コ
シ
マ
キ
で
あ
っ
た
が
、
田
仕
事
に
は
水
田

向
き
の
半
モ
モ
ヒ
キ
も
県
下
全
域
で
は
か
れ
て
お
り
、
女
性
も
モ
モ
ヒ
キ
を
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

た
。
土
衣
と
の
組
み
合
わ
せ
は
パ
上
衣
の
内
側
に
モ
モ
ヒ
キ
を
は
く
。
も
っ
と
も
明

治
後
半
期
こ
ろ
ま
で
は
モ
モ
ヒ
キ
は
な
く
パ
男
女
之
も
裾
を
は
し
ょ
つ
て
田
仕
事
も

し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
山
袴
は
山
間
部
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。
上
衣
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ

も
山
袴
を
外
側
に
は
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
・
さ
ら
に
そ
の
上
に
厚
手
の
サ
キ
オ

リ
や
サ
ツ
コ
な
ど
を
着
る
こ
と
も
あ
る
。

「
モ
ソ
ペ
は
昭
和
十
年
ご
ろ
か
ら
一
斉
に
普
及
し
は
じ
め
、
戦
時
下
の
事
情
も
加
わ

り
云
性
に
ξ
て
は
コ
シ
享
に
代
わ
ゐ
下
衣
と
な
つ
駕
モ
ソ
ペ
の
ひ
ろ
ま
る

数
年
前
に
山
袴
も
農
村
部
に
流
行
し
は
じ
め
た
が
、
モ
ソ
ペ
の
勢
い
に
押
さ
れ
定
着

す
る
余
地
を
も
た
な
か
っ
た
。
モ
ソ
ペ
も
上
衣
の
外
側
に
は
く
。
　
　
　
　
　
ピ

　
新
潟
県
上
、
中
、
下
越
の
仕
事
着
の
型
は
、
県
の
東
西
に
、
海
岸
部
の
漁
村
、
平

一切一

＼



場
の
農
村
、
山
間
部
の
山
村
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
着
の
型
の
特
徴
を
も
ち
つ
つ
パ
南

北
に
も
大
き
く
二
分
す
る
型
の
差
異
が
み
ら
れ
た
。
更
に
県
北
部
と
西
蒲
原
の
海
岸

部
と
魚
沼
地
帯
に
は
特
異
な
仕
事
着
が
み
ら
れ
た
。
　
、
　
　
　
　
（
山
崎
゜
光
手
）

一
一

ｲ
渡
の
仕
事
着

・
佐
渡
は
、
新
潟
港
か
ら
西
へ
約
8
0
㎞
の
日
本
海
上
に
あ
る
島
で
あ
る
。
面
積
は
8

　
　
　
5
7
㎞
、
島
の
周
囲
は
2
5
8
㎞
あ
り
、
海
岸
線
は
起
伏
に
富
み
、
海
岸
段
丘
が
発

達
し
て
い
る
。

、
本
州
と
ほ
ぼ
平
行
に
、
北
に
大
佐
渡
、
南
に
小
佐
渡
の
山
々
が
連
な
り
、
そ
の
間

に
国
仲
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

内
海
府

外
海
府

名
名
域
辞

「
地
田

字
字

文
文
、

太
細

両
津
湾
　
東

　
　
両
津

加
茂
　
　
吉
井

佐

　
　
液
．
金
沢
・
，

浦

岩
首

　
（

　
現
在
は
、
海
岸
線
ぞ
い
に
島
を
一
周
す
る
道
路
や
、
山
間
部
を
横
断
す
る
道
路
が

整
備
さ
れ
た
の
で
、
島
の
生
活
も
均
一
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
か
つ
て
は
地
形
的
な
制

約
や
歴
史
的
要
因
か
ら
隣
合
っ
た
村
で
あ
っ
て
も
、
異
な
っ
た
民
俗
伝
承
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
た
。
こ
と
ば
や
顔
つ
き
も
村
ご
と
に
特
色
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
‘

　
佐
渡
に
お
い
て
仕
事
着
は
ヤ
マ
ギ
と
総
称
さ
れ
る
が
、
ヤ
マ
ギ
は
ツ
ヅ
レ
、
ゾ
ソ

ザ
、
サ
ヅ
コ
リ
、
サ
シ
コ
、
ト
ウ
ネ
、
カ
タ
ピ
ラ
、
ア
ラ
ギ
、
ハ
ラ
コ
、
ジ
ュ
バ
ツ

な
ど
と
、
形
態
・
材
質
・
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
あ
る
。

　
サ
ッ
コ
リ
と
呼
ん
で
い
て
も
、
裂
織
り
で
作
っ
た
仕
事
着
で
は
な
く
、
刺
し
て
作

っ
た
仕
事
着
で
あ
っ
た
り
パ
裂
織
り
、
刺
子
の
仕
事
着
を
ド
ソ
ザ
と
呼
ん
だ
り
、
呼

び
名
と
実
態
は
一
致
し
な
い
。

・
仕
事
着
の
材
質
は
、
木
綿
が
お
も
で
あ
る
が
、
麻
や
藤
、
山
苧
な
ど
の
自
然
繊
維

で
織
っ
た
も
の
、
古
木
綿
を
二
、
三
枚
重
ね
て
刺
し
た
も
の
、
古
木
綿
を
細
く
裂
い

て
緯
に
し
て
織
っ
た
裂
織
り
で
作
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
佐
渡
の
仕
事
着
に
つ
い
て
、
材
質
・
使
用
方
法
、
地
域
性
な
ど
か
ら
、
上
衣
を
ω

ゾ
ソ
ザ
、
②
サ
キ
オ
リ
パ
㈲
ひ
と
え
の
三
つ
に
分
け
た
。
ま
た
、
下
衣
は
ω
モ
ソ
ペ

た
つ
い
て
報
告
す
る
。
　
「
　
“
・
：
∴
　
　
’
　
・
　
’

：
こ
の
報
告
に
使
用
し
た
調
査
カ
パ
下
は
、
三
二
三
枚
、
ω
一
〇
〇
枚
、
②
一
五
〇

枚
パ
③
五
〇
放
、
ω
二
三
枚
て
あ
る
。
　
　
°
ト
　
」
　
　
　
”
　
“

∵
カ
コ
ド
化
し
た
資
料
の
所
蔵
は
、
：
　
　
・
タ
　
　
　
　
　
　
’
　
　
、
：

　
両
津
市
郷
土
博
物
館
　
　
　
＾
，
：
　
五
枚
　
　
“
　
　
」
　
ー
‘
：
：
　
一
：
「
＜

直
佐
渡
博
物
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
枚

　
小
木
民
俗
博
物
館
＝
　
‘
　
’
　
六
九
枚

／
新
穂
村
歴
史
民
俗
資
料
館
　
　
　
　
二
枚

一蜘一


